


図　面　目　録

参考図

図面番号 図　　　面　　　名

６～７

１０

本流鵡川第一橋（ 下 り 線 ）落橋防止構造図（その１～２）（参 考 図）

本流鵡川第一橋（ 下 り 線 ）架設計画図（その１～２）（参 考 図）

１１

１４

本流鵡川第二橋（ 下 り 線 ）落橋防止構造図（参 考 図）

１５～１６

本流鵡川第二橋（ 下 り 線 ）架設計画図（その１～２）（参 考 図）

本流鵡川第三橋（ 下 り 線 ）落橋防止構造図（その１～２）（ 参 考 図 ）

本流鵡川第三橋（ 下 り 線 ）架設計画図（その１～２）（参 考 図）

１９

２０～２１

２４

３１

２６～２７

２５

本流鵡川第四橋（ 下 り 線 ）落橋防止構造図（その１～２）（ 参 考 図 ）

本流鵡川第四橋（ 下 り 線 ）架設計画図（その１～２）（参考図）

２８

２９

占冠ＰＡランプ橋（ 下 り 線 ）落橋防止構造図（ 参 考 図 ）

占冠ＰＡランプ橋（ 下 り 線 ）架設計画図（その１～２）（参 考 図）

占冠ＰＡアクセス路橋　架設計画図（参 考 図）

２２～２３

本流鵡川第一橋（ 下 り 線 ）支承設置計画図（ 参 考 図 ）

本流鵡川第二橋（ 下 り 線 ）支承設置計画図（ 参 考 図 ）

本流鵡川第三橋（ 下 り 線 ）支承設置計画図（ 参 考 図 ）

本流鵡川第四橋（ 下 り 線 ）支承設置計画図（ 参 考 図 ）

占冠ＰＡランプ橋（ 下 り 線 ）支承設置計画図（ 参 考 図 ）

占冠ＰＡアクセス路橋  支承設置計画図（ 参 考 図 ）

８～９

１２～１３

１７～１８

占冠ＰＡアクセス路橋  安全通路・部分作業床工図（ 参 考 図 ）

３０

１～５ 工事用進入路図（その１～５）（ 参 考 図 ）
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A1橋台:取付詳細図及び部品図

本連結ケーブル L=3277mm 1

全4組

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

(マンション)

(ガイドパイプ)

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)

個 2

本

2ナット

緩衝具

固定用緩衝具

L=450

L=1030

個

個

個

個

個

個

1

2

1

1

1

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

86 66 88

2150 887

3277

240

上部工側下部工側

88

連結ケーブル

緩衝具

取付詳細図

φ63.5

φ47.5

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

(19xφ9.5)

被覆材

連結ケーブル A-A断面図 S=1:3 ナット
(S45C:亜鉛めっき) (SS400相当品:亜鉛めっき) (SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

66120

1
39

六角穴付止めねじ
(M10)

緩 衝 具
(支圧板+緩衝パッキン)

固定用緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン)

φ300 38 50

11

φ300 5038

φ
89

φ
1
97

φ
3
00

φ
3
00

φ
89

標準

ポリエチレン　<ケーブルに組込>

270

530

730

連結ケーブル全長L=3277

φ
82

1000 530

1530

200

270

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

(19xφ9.5)

A

A

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

保護チューブ
(t=2)

ガイドパイプ
(ポリエチレン) マンション

(SCM435)
マンション

(SCM435)

11

11

φ220 28

φ
2
20

φ
1
97

φ
1
13

φ
89

中間プレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

φ150 19

11

89 1
13

1
50

450

φ
1
10

φ
1
95

（製作長）

φ11

止めプレート(WS用) スプリング(WS用)

止めプレート(WS用)

スプリング(WS用)

異型鋼製キャップ

中間プレート 個 1 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

スプリング(WS用)

止めプレート(WS用)

マンション

ナット

中間プレート

8666300 28 300 19

上部工側下部工側

1200mm

(ガイドパイプ) 本 ポリエチレン　<ケーブルに組込>11000mm

鋼製キャップ 個 1 SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付L=280

固定用緩衝具

ナット

マンション

あと施工アンカー

シース

用心鉄筋

※コーキング処理(全周)

800

トランペットシース

シース

用心鉄筋

700

トランペットシース

650

あと施工アンカー

(SS400,STK400:亜鉛めっき)

用心鉄筋
(SD345)

※用心鉄筋はコンクリート打設前にセットする。

箱抜き詳細図

※シースはコンクリート打設前にセットする。
※端部はコンクリート端にあわせて、現場で切断する。

※トランペットシースはコンクリート打設前にセットする。
※端部の処理は箱抜き詳細図を参照のこと。

トランペットシース
(ポリエチレン)

330

230

20
20

φ
2
14

φ
1
16

100

470

φ
1
14

R=560

t=2.5 トランペットシース

シース(VP100)

※切断

コンクリート端部

※切断

コンクリート端部

テーピング

440

30
3
80

30

30

4
40

380 30

4-φ22
4
50

10

2
20

10
1
05

220

450

105 10105

1
05

10

8-D13

パッキン

鋼製キャップ

落橋防止構造の止水処理(橋台側)

a部詳細

コバ面を覆うようにコーキング

コンクリート接触面にもコーキング

ボルト孔を埋めるようにコーキング

パッキンt=6(ゴム系)

全周にわたってコーキング
下
部
工

パ
ラ
ぺ
ッ
トa鋼製キャップ

接着剤で接合
鋼製キャップとパッキンは

補剛板

異型鋼製キャップ鋼製キャップ
(SS400,STK400:亜鉛めっき)

4402809

φ
3
5
5.
6

6
.4

6
.4

30
3
80

30

30

4
40

9 380 30

4-φ22

パッキン
(t=6)

9100 9

φ
3
5
5.
6

6
.4

6
.4

φ
2
6
7.
4

5
.8

5
.8

9 1030

912

パッキン
(t=6)

鋼製キャップ

88

異型鋼製キャップ

本

個

VP100 L=470

本 8SD345 D13x450用心鉄筋

シース

トランペットシース 1

1

ポリエチレン上
部
工

M16x125 1W,1SW付 8本 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49)あと施工アンカー

SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZT77,t=6以下HDZT70) ゴムパッキン付

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

亜鉛めっき仕様
PC鋼より線

亜鉛めっき仕様
PC鋼より線

PC鋼より線,亜鉛めっき仕様,ポリエチレン被覆

SCM435,亜鉛アルミ溶射,ねじきり標準 <ケーブルに組込>

（別途工事）

落橋防止構造図（その１）（参考図）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

株式会社　日本構造橋梁研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

本流鵡川第一橋（鋼上部工）工事

本流鵡川第一橋（下り線）

-

本流鵡川第一橋（下り線）落橋防止構造図（その１）（参考図）S= 1:25 6　31



（製作長）
450

φ
2
25

φ12

φ
1
25

(ガイドパイプ) 本

緩衝具

固定用緩衝具

L=1060

個

個

個

1

1

1

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

927

88

緩衝具

ポリエチレン　<ケーブルに組込>

12

12

φ250 32

φ
2
50

φ
2
27

φ
1
28

φ
1
01

中間プレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

φ165

φ
1
01

φ
1
65

12

19

95751930032300

スプリング(WS用)

止めプレート(WS用)

マンション

ナット

異型鋼製キャップ中間プレート

異型鋼製キャップ

中間プレート 個 1 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

1200mm

(ガイドパイプ) 本 ポリエチレン　<ケーブルに組込>11000mm

鋼製キャップ 個 1 SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付L=300

トランペットシース

用心鉄筋

700

あと施工アンカー

補剛板 枚 2 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付

本連結ケーブル L=3353mm

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

1

全4組

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

(マンション)

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)

個 2

2ナット

止めプレート(WS用)

スプリング(WS用) L=450

個

個

個

1

2

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

取付詳細図

A-A断面図 S=1:3連結ケーブル ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート(WS用)
(SS400相当品:亜鉛めっき)

スプリング(WS用)
(SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

緩 衝 具
(支圧板+緩衝パッキン)

固定用緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン) (SS400,STK400:亜鉛めっき)

用心鉄筋
(SD345)

標準

※用心鉄筋はコンクリート打設前にセットする。

340

240

20
20

φ
2
50

φ
1
42

100

460

φ
1
40

t=2.5

R=560

トランペットシース

シース(VP125)

箱抜き詳細図

※切断

コンクリート端部

※切断

コンクリート端部

※シースはコンクリート打設前にセットする。
※端部はコンクリート端にあわせて、現場で切断する。

※トランペットシースはコンクリート打設前にセットする。
※端部の処理は箱抜き詳細図を参照のこと。

トランペットシース
(ポリエチレン)

テーピング

95 75 88

2150276

3353

上部工側下部工側

鋼製キャップ トランペットシース

連結ケーブル固定用緩衝具

ナット

マンション

あと施工アンカー

シース

用心鉄筋

※コーキング処理(全周)

800

300

φ
94

連結ケーブル全長 L=3353

770 1570

5701000200570

300

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

(19xφ11.1)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

保護チューブ
(t=2)

φ55.5

φ75.5

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

(19xφ11.1)

被覆材

A

A

135 75

1
56

六角穴付止めねじ
(M10)

φ340

φ
1
01

φ
2
27

φ
3
40

38 50

12

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

φ340

φ
1
01

φ
3
40

38 50

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

490

430 3030

30

4
90

4
30

30

4-φ22

10
1
20

2
40

1
20

10

5
00

10120120

500

24010

8-D16

補 剛 板
(SS400相当品:亜鉛めっき)

12490

430 3030

30

4
90

4
30

4-φ22

1
01

パッキン
(t=6)

30

18

補剛板

パッキン

落橋防止構造の止水処理(橋台側)

a部詳細

コバ面を覆うようにコーキング

コンクリート接触面にもコーキング

ボルト孔を埋めるようにコーキング

パッキンt=6(ゴム系)

全周にわたってコーキング
下
部
工

パ
ラ
ぺ
ッ
トa鋼製キャップ

接着剤で接合
鋼製キャップとパッキンは

補剛板

異型鋼製キャップ鋼製キャップ
(SS400,STK400:亜鉛めっき)

490

430 30

3009

9 30

6
.4

φ
4
0
6.
4

6
.4

30

4
90

4
30

30

4-φ22

パッキン
(t=6)

9100

6
.4

φ
4
0
6.
4

6
.4

9

942

6

φ
3
1
8.
5

6

1060

パッキン
(t=6)

本

個

VP125 L=460

本 8

1

SD345 D16x500用心鉄筋

シース

トランペットシース

1

ポリエチレン上
部
工

下部工側 上部工側

M16x160 1W,1SW付 8本 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49)あと施工アンカー

650 18

補剛板

9

φ
1
28

SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZT77,t=6以下HDZT70) ゴムパッキン付

A2橋台:取付詳細図及び部品図

PC鋼より線,亜鉛めっき仕様,ポリエチレン被覆

SCM435,亜鉛アルミ溶射,ねじきり標準 <ケーブルに組込>

亜鉛めっき仕様
PC鋼より線

亜鉛めっき仕様
PC鋼より線

シース

マンション
(SCM435:溶射処理)

マンション
(SCM435:溶射処理)

接着剤で接合
補剛板とパッキンは

鋼製キャップ

（別途工事）

落橋防止構造図（その２）（参考図）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

株式会社　日本構造橋梁研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

本流鵡川第一橋（鋼上部工）工事

本流鵡川第一橋（下り線）

-

本流鵡川第一橋（下り線）落橋防止構造図（その２）（参考図）S= 1:25 7　31
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450

φ
1
36

φ
2
40

（製作長）

φ13

(ガイドパイプ) 本

緩衝具

固定用緩衝具

L=1080

個

個

個

1

1

1

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

957

95

緩衝具

ポリエチレン　<ケーブルに組込>

99100

6
.4

φ
4
0
6.
4

6
.4

9

962

6

φ
3
1
8.
5

6

1080

13

13

φ260 38

φ
2
60

φ
2
42

φ
1
39

φ
1
10

中間プレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

φ175

φ
1
39

φ
1
10

φ
1
75

19

13

異型鋼製キャップ

中間プレート 個 1 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

300 1980 10038300

スプリング(WS用)

止めプレート(WS用)

マンション

ナット

異型鋼製キャップ中間プレート

1200mm

(ガイドパイプ) 本 ポリエチレン　<ケーブルに組込>11000mm

鋼製キャップ 個 1 SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付L=310

トランペットシース

用心鉄筋

700

あと施工アンカー

パッキン
(t=6)

補剛板 枚 2 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付

本連結ケーブル L=3407mm

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

1

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

(マンション)

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)

個 2

2ナット

止めプレート(WS用)

スプリング(WS用) L=450

個

個

個

1

2

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

取付詳細図

連結ケーブル A-A断面図 S=1:3 ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート(WS用)
(SS400相当品:亜鉛めっき)

スプリング(WS用)
(SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

緩 衝 具
(支圧板+緩衝パッキン)

固定用緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン) (SS400,STK400:亜鉛めっき)

標準

用心鉄筋
(SD345)

※用心鉄筋はコンクリート打設前にセットする。

340

240

20
20

100

φ
2
50

φ
1
42

460

φ
1
40

R=560

t=2.5

シース(VP125)

トランペットシース

箱抜き詳細図

コンクリート端部

※切断※切断

コンクリート端部

※端部はコンクリート端にあわせて、現場で切断する。
※シースはコンクリート打設前にセットする。※トランペットシースはコンクリート打設前にセットする。

※端部の処理は箱抜き詳細図を参照のこと。

トランペットシース
(ポリエチレン)

テーピング

2150

3407

100 80 95

300

上部工側下部工側

鋼製キャップ トランペットシース

連結ケーブル固定用緩衝具

ナット

マンション

あと施工アンカー

シース

用心鉄筋

※コーキング処理(全周)

800

連結ケーブル全長　L=3407

800

200600

320

φ
1
03

1600

6001000

320

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

(19xφ12.4)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

保護チューブ
(t=2)

φ62.0

φ82.0

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

(19xφ12.4)

被覆材

A

A

80150

1
73

六角穴付止めねじ
(M10)

φ340

13

5045

φ
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φ
3
40

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

φ340 5045

φ
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40

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

490
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30

4
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4
30

30

4-φ22

10
1
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2
40

1
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10

5
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24010

8-D16

補 剛 板
(SS400相当品:亜鉛めっき)

19490

430 3030

30

4
90

4
30

4-φ22

パッキン
(t=6)

1
10

25

補剛板

30

パッキン

鋼製キャップ

落橋防止構造の止水処理(橋台側)

a部詳細

コバ面を覆うようにコーキング

コンクリート接触面にもコーキング

ボルト孔を埋めるようにコーキング

パッキンt=6(ゴム系)

接着剤で接合

全周にわたってコーキング
下
部
工

パ
ラ
ぺ
ッ
トa鋼製キャップ

補剛板とパッキンは
接着剤で接合
鋼製キャップとパッキンは

補剛板

異型鋼製キャップ鋼製キャップ
(SS400,STK400:亜鉛めっき)

490

430 30

3109

9 30

6
.4

φ
4
0
6.
4

6
.4

30

4
90

4
30

30

4-φ22

パッキン
(t=6)

本

個

VP125 L=460

本 8

1

SD345 D16x500

トランペットシース

用心鉄筋

シース 1

ポリエチレン上
部
工

下部工側 上部工側

M16x160 1W,1SW付 8本 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49)あと施工アンカー

650 25

補剛板

SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZT77,t=6以下HDZT70) ゴムパッキン付

A1,A2橋台:取付詳細図及び部品図

PC鋼より線,亜鉛めっき仕様,ポリエチレン被覆

SCM435,亜鉛アルミ溶射,ねじきり標準 <ケーブルに組込>

亜鉛めっき仕様
PC鋼より線

亜鉛めっき仕様
PC鋼より線

シース

マンション
(SCM435:溶射処理)

マンション
(SCM435:溶射処理)

全4組（2組/橋台）

（別途工事）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

株式会社　日本構造橋梁研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

本流鵡川第一橋（鋼上部工）工事

本流鵡川第二橋（下り線）

-

本流鵡川第二橋（下り線）落橋防止構造図（参考図）S= 1:25

落橋防止構造図（参考図）
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A1橋台:取付詳細図及び部品図

340

240
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φ
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φ
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R=560

t=2.5

※ﾄﾗﾝﾍﾟｯﾄはｺﾝｸﾘｰﾄ打設前にｾｯﾄする。
※端部の処理は箱抜き詳細図を参照のこと。

トランペットシース
(ポリエチレン)

460

φ
1
40

シース(VP125)

トランペットシース

箱抜き詳細図

ｺﾝｸﾘｰﾄ端部

※切断※切断

ｺﾝｸﾘｰﾄ端部

※端部はｺﾝｸﾘｰﾄ端にあわせて、現場で切断する。
※ｼｰｽはｺﾝｸﾘｰﾄ打設前にｾｯﾄする。

ﾃｰﾋﾟﾝｸﾞ

用心鉄筋
(SD345)

※用心鉄筋はｺﾝｸﾘｰﾄ打設前にｾｯﾄする。

10
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20

2
40

1
20

10

5
00

10120120

500

24010

8-D16

ﾊﾟｯｷﾝ

鋼製ｷｬｯﾌﾟ

落橋防止構造の止水処理(橋台側)

a部詳細

ｺﾊﾞ面を覆うようにｺｰｷﾝｸﾞ

ｺﾝｸﾘｰﾄ接触面にもｺｰｷﾝｸﾞ

ﾎﾞﾙﾄ孔を埋めるようにｺｰｷﾝｸﾞ

ﾊﾟｯｷﾝt=6(ｺﾞﾑ系)

接着剤で接合

全周にわたってｺｰｷﾝｸﾞ
下
部
工

パ
ラ
ぺ
ッ
トa鋼製ｷｬｯﾌﾟ

補剛板とﾊﾟｯｷﾝは
接着剤で接合
鋼製ｷｬｯﾌﾟとﾊﾟｯｷﾝは

補剛板

緩 衝 具
(支圧板+緩衝パッキン)

φ340

13

5045

φ
1
10

φ
2
42

φ
3
40

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

固定用緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン)

φ340 5045

φ
1
10

φ
3
40

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

鋼製キャップ

490

430 30

3109

9 30

6
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φ
4
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6
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4
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4
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4-φ22

(SS400,STK400:亜鉛めっき)

パッキン
(t=6)
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1080

(SS400,STK400:亜鉛めっき)
490

430 3030
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4
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4-φ22

異型鋼製キャップ

パッキン
(t=6)

補 剛 板
(SS400相当品:亜鉛めっき)

19490

430 3030

30

4
90

4
30

4-φ22

パッキン
(t=6)

φ
1
10

30

連結ケーブル

連結ケーブル全長　L=3407

800

200600

320

φ
1
03

1600

6001000

320

マンション
(SCM435;溶射処理)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

マンション
(SCM435;溶射処理)

亜鉛めっき仕様
(19xφ12.4)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

保護チューブ
(t=2)

下部工側 上部工側

PC鋼より線

A

A

A-A断面図

φ62

φ82

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

亜鉛めっき仕様
(19xφ12.4)

被覆材

PC鋼より線

S=1:3 ナット
(S45C:亜鉛めっき)

80150

1
73
.2

六角穴付止めねじ
(M10)

13

13

φ260 38

φ
2
60

φ
2
42

φ
1
39

φ
1
10

中間プレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

450

φ
1
36

φ
2
40

（製作長）

φ13

スプリング(WS用)
(SW-C:亜鉛めっき,ｸﾛﾒｰﾄ処理)

φ175

φ
1
39

φ
1
10

φ
1
75

19

13

止めプレート(WS用)
(SS400相当品:亜鉛めっき)

957

95

緩衝具

300 1980 10038300

スプリング(WS用)

止めプレート(WS用)

マンション

ナット

異型鋼製キャップ

中間プレート

トランペットシース

シース

用心鉄筋

700

あと施工アンカー

取付詳細図

2150

3407

100 80 95

300

上部工側下部工側

鋼製キャップ トランペットシース

連結ケーブル固定用緩衝具

ナット

マンション

あと施工アンカー

シース

用心鉄筋

※コーキング処理(全周)

80025

補剛板

650 25

補剛板

(ガイドパイプ) 本

緩衝具

固定用緩衝具

L=1080

個

個

個

1

1

1異型鋼製キャップ

中間プレート 個 1

1200mm

(ガイドパイプ) 本 11000mm

鋼製キャップ 個 1L=310

補剛板 枚 2

本連結ケーブル L=3407mm

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

1

全2組

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

(マンション) 個 2

2ナット

止めプレート(WS用)

スプリング(WS用) L=450

個

個

個

1

2

標準

本

個

VP125 L=460

本 8

1

SD345 D16x500

1

ポリエチレン上
部
工

M16x160 1W,1SW付 8本あと施工アンカー

シース

トランペットシース

用心鉄筋

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77）ゴムパッキン付

ポリエチレン　<ケーブルに組込>

SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

ポリエチレン　<ケーブルに組込>

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49)

PC鋼より線,亜鉛めっき仕様,ポリエチレン被覆

SCM435,亜鉛アルミ溶射,ねじきり標準 <ケーブルに組込>

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付

（別途工事）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

株式会社　日本構造橋梁研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

図 示

道東自動車道

本流鵡川第一橋（鋼上部工）工事

本流鵡川第三橋（下り線）

-

本流鵡川第三橋（下り線）落橋防止構造図（その１）（参考図）S= 1:25

落橋防止構造図（その１）（参考図）

帯広工事事務所
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A2橋台:取付詳細図及び部品図
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t=2.5

※ﾄﾗﾝﾍﾟｯﾄはｺﾝｸﾘｰﾄ打設前にｾｯﾄする。
※端部の処理は箱抜き詳細図を参照のこと。

トランペットシース
(ポリエチレン)

460

φ
1
40

シース(VP125)

トランペットシース

箱抜き詳細図

ｺﾝｸﾘｰﾄ端部

※切断※切断

ｺﾝｸﾘｰﾄ端部

※端部はｺﾝｸﾘｰﾄ端にあわせて、現場で切断する。
※ｼｰｽはｺﾝｸﾘｰﾄ打設前にｾｯﾄする。

ﾃｰﾋﾟﾝｸﾞ

用心鉄筋
(SD345)

※用心鉄筋はｺﾝｸﾘｰﾄ打設前にｾｯﾄする。
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8-D16

ﾊﾟｯｷﾝ

鋼製ｷｬｯﾌﾟ

落橋防止構造の止水処理(橋台側)

a部詳細

ｺﾊﾞ面を覆うようにｺｰｷﾝｸﾞ

ｺﾝｸﾘｰﾄ接触面にもｺｰｷﾝｸﾞ

ﾎﾞﾙﾄ孔を埋めるようにｺｰｷﾝｸﾞ

ﾊﾟｯｷﾝt=6(ｺﾞﾑ系)

接着剤で接合

全周にわたってｺｰｷﾝｸﾞ
下
部
工

パ
ラ
ぺ
ッ
トa鋼製ｷｬｯﾌﾟ

補剛板とﾊﾟｯｷﾝは
接着剤で接合
鋼製ｷｬｯﾌﾟとﾊﾟｯｷﾝは

補剛板

緩 衝 具
(支圧板+緩衝パッキン)

φ340

13

5045

φ
1
10

φ
2
42

φ
3
40

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

固定用緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン)

φ340 5045

φ
1
10

φ
3
40

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

鋼製キャップ
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(SS400,STK400:亜鉛めっき)
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(t=6)
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(SS400,STK400:亜鉛めっき)
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異型鋼製キャップ

パッキン
(t=6)

補 剛 板
(SS400相当品:亜鉛めっき)

19490
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パッキン
(t=6)
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連結ケーブル

連結ケーブル全長　L=3407
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200 600
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320

マンション
(SCM435;溶射処理)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

マンション
(SCM435;溶射処理)

亜鉛めっき仕様
(19xφ12.4)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

保護チューブ
(t=2)

下部工側上部工側

PC鋼より線

A

A

A-A断面図

φ62

φ82

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

亜鉛めっき仕様
(19xφ12.4)

被覆材

PC鋼より線

S=1:3 ナット
(S45C:亜鉛めっき)

80150

1
73
.2

六角穴付止めねじ
(M10)

13

13

φ260 38

φ
2
60

φ
2
42

φ
1
39

φ
1
10

中間プレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

450

φ
1
36

φ
2
40

（製作長）

φ13

スプリング(WS用)
(SW-C:亜鉛めっき,ｸﾛﾒｰﾄ処理)

φ175

φ
1
39

φ
1
10

φ
1
75

19

13

止めプレート(WS用)
(SS400相当品:亜鉛めっき)

957

95

緩衝具

3001980100 38 300

スプリング(WS用)

止めプレート(WS用)

マンション

ナット

異型鋼製キャップ

中間プレート

トランペットシース

シース

用心鉄筋

700

あと施工アンカー

取付詳細図

2150

3407

1008095

300

上部工側 下部工側

鋼製キャップトランペットシース

連結ケーブル 固定用緩衝具

ナット

マンション

あと施工アンカー

シース

用心鉄筋

※コーキング処理(全周)

800 25

補剛板

65025

補剛板

(ガイドパイプ) 本

緩衝具

固定用緩衝具

L=1080

個

個

個

1

1

1異型鋼製キャップ

中間プレート 個 1

1200mm

(ガイドパイプ) 本 11000mm

鋼製キャップ 個 1L=310

補剛板 F310TD用 枚 2

本連結ケーブル L=3407mm

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

1

全2組

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

(マンション) 個 2

2ナット

止めプレート(WS用)

スプリング(WS用) L=450

個

個

個

1

2

標準

本

個

VP125 L=460

本 8

1

SD345 D16x500

1

ポリエチレン上
部
工

M16x160 1W,1SW付 8本あと施工アンカー

シース

トランペットシース

用心鉄筋

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77）ゴムパッキン付

ポリエチレン　<ケーブルに組込>

SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

ポリエチレン　<ケーブルに組込>

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49)

PC鋼より線,亜鉛めっき仕様,ポリエチレン被覆

SCM435,亜鉛アルミ溶射,ねじきり標準 <ケーブルに組込>

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付

（別途工事）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

株式会社　日本構造橋梁研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

図 示

道東自動車道

本流鵡川第一橋（鋼上部工）工事

本流鵡川第三橋（下り線）

-

本流鵡川第三橋（下り線）落橋防止構造図（その２）（参考図）S= 1:25

落橋防止構造図（その２）（参考図）

帯広工事事務所
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A1橋台:取付詳細図及び部品図

緩 衝 具
(支圧板+緩衝パッキン)
φ390

φ
1
17

φ
2
52

φ
3
90

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

50

13

45

固定用緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン)

φ390

φ
1
17

φ
3
90

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

5045

鋼製キャップ

4
80

5
40

φ
4
5
7.
2

6
.4

30

540

480

9 340

9

6
.4

30

30 30

4-φ22

(SS400,STK400:亜鉛めっき)

パッキン
(t=6)

(SS400,STK400:亜鉛めっき)

4
80

5
40

30

540

480

30

30 30

4-φ22

異型鋼製キャップ

φ
4
5
7.
2

6
.4

9 100 9

6
.4

φ
3
1
8.
5

6

9

982

6

1100

パッキン
(t=6)

補 剛 板
(SS400相当品:亜鉛めっき)

19

パッキン
(t=6)

4
80

5
40

30

540

480

30

30 30

4-φ22

φ
1
17

340

240

20
20

φ
2
50

φ
1
4
1.
5

100

t=2.5

R=560

※ﾄﾗﾝﾍﾟｯﾄはｺﾝｸﾘｰﾄ打設前にｾｯﾄする。
※端部の処理は箱抜き詳細図を参照のこと。

トランペットシース
(ポリエチレン)

460

φ
1
40

トランペットシース

シース(VP125)

箱抜き詳細図

※切断

ｺﾝｸﾘｰﾄ端部

※切断

ｺﾝｸﾘｰﾄ端部

※ｼｰｽはｺﾝｸﾘｰﾄ打設前にｾｯﾄする。
※端部はｺﾝｸﾘｰﾄ端にあわせて、現場で切断する。

ﾃｰﾋﾟﾝｸﾞ

用心鉄筋
(SD345)

※用心鉄筋はｺﾝｸﾘｰﾄ打設前にｾｯﾄする。

10

5
50

1
45

240

550

10 145

1
45

2
40

10

10

145

8-D16

ﾊﾟｯｷﾝ

鋼製ｷｬｯﾌﾟ

落橋防止構造の止水処理(橋台側)

a部詳細

ｺﾊﾞ面を覆うようにｺｰｷﾝｸﾞ

ｺﾝｸﾘｰﾄ接触面にもｺｰｷﾝｸﾞ

ﾎﾞﾙﾄ孔を埋めるようにｺｰｷﾝｸﾞ

ﾊﾟｯｷﾝt=6(ｺﾞﾑ系)

接着剤で接合

全周にわたってｺｰｷﾝｸﾞ
下
部
工

パ
ラ
ぺ
ッ
トa鋼製ｷｬｯﾌﾟ

補剛板とﾊﾟｯｷﾝは
接着剤で接合
鋼製ｷｬｯﾌﾟとﾊﾟｯｷﾝは

補剛板

連結ケーブル

連結ケーブル全長　L=3455

810

610 200

370

φ
1
10

1710

6101100

370

マンション
(SCM435;溶射処理)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

マンション
(SCM435;溶射処理)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

保護チューブ
(t=2)

亜鉛めっき仕様
(19xφ12.7)

下部工側 上部工側

PC鋼より線

A

A

A-A断面図

(ポリエチレン樹脂)

φ63.5

φ83.5

亜鉛めっき仕様
(19xφ12.7)

被覆材

防錆油

PC鋼より線

S=1:3 ナット
(S45C:亜鉛めっき)

155 92

1
79

六角穴付止めねじ
(M10)

φ180

φ
1
48

φ
1
17

φ
1
80

19

13

止めプレート(WS用)
(SS400相当品:亜鉛めっき)

φ
1
45

450

φ
2
50

（製作長）

φ13

スプリング(WS用)
(SW-C:亜鉛めっき,ｸﾛﾒｰﾄ処理)

13

13

φ270 38

φ
2
70

φ
2
52

φ
1
48

φ
1
17

中間プレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

981

95

緩衝具

300 19 92 11238300

スプリング(WS用)

止めプレート(WS用)

マンション

ナット

異型鋼製キャップ中間プレートトランペットシース

用心鉄筋

700

シース

あと施工アンカー

取付詳細図

112 92 95

324

3455

2150

上部工側下部工側

鋼製キャップ トランペットシース

固定用緩衝具

ナット

マンション

あと施工アンカー

シース

用心鉄筋 連結ケーブル(F360TD-GM)

※コーキング処理(全周)

80025

補剛板

650 25

補剛板

(ガイドパイプ) 本

緩衝具

固定用緩衝具

L=1100

個

個

個

1

1

1異型鋼製キャップ

中間プレート 個 1

1200mm

(ガイドパイプ) 本 11100mm

鋼製キャップ 個 1L=340

本

個

VP125 L=460

本 8

1

SD345 D16x550

1

ポリエチレン上
部
工

8本M16x160 1W,1SW付あと施工アンカー

補剛板 枚 2

本連結ケーブル L=3455mm

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

1

全2組

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

(マンション) 個 2

2ナット

止めプレート(WS用)

スプリング(WS用) L=450

個

個

個

1

2

標準

シース

トランペットシース

用心鉄筋

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77）ゴムパッキン付

ポリエチレン　<ケーブルに組込>

SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

ポリエチレン　<ケーブルに組込>

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49)

PC鋼より線,亜鉛めっき仕様,ポリエチレン被覆

SCM435,亜鉛アルミ溶射,ねじきり標準 <ケーブルに組込>

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付

（別途工事）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

株式会社　日本構造橋梁研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

本流鵡川第一橋（鋼上部工）工事

本流鵡川第四橋（下り線）

-

本流鵡川第四橋（下り線）落橋防止構造図（その１）（参考図）S= 1:25

落橋防止構造図（その１）（参考図）
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A2橋台:取付詳細図及び部品図

緩 衝 具
(支圧板+緩衝パッキン)
φ390

φ
1
17

φ
2
52

φ
3
90

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

50

13

45

固定用緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン)

φ390

φ
1
17

φ
3
90

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

5045

鋼製キャップ

4
80

5
40

φ
4
5
7.
2

6
.4

30

540

480

9 340

9

6
.4

30

30 30

4-φ22

(SS400,STK400:亜鉛めっき)

パッキン
(t=6)

(SS400,STK400:亜鉛めっき)

4
80

5
40

30

540

480

30

30 30

4-φ22

異型鋼製キャップ

φ
4
5
7.
2

6
.4

9 100 9

6
.4

φ
3
1
8.
5

6

9

982

6

1100

パッキン
(t=6)

補 剛 板
(SS400相当品:亜鉛めっき)

19

パッキン
(t=6)

4
80

5
40

30

540

480

30

30 30

4-φ22

φ
1
17

340

240

20
20

φ
2
50

φ
1
4
1.
5

100

t=2.5

R=560

※ﾄﾗﾝﾍﾟｯﾄはｺﾝｸﾘｰﾄ打設前にｾｯﾄする。
※端部の処理は箱抜き詳細図を参照のこと。

トランペットシース
(ポリエチレン)

460

φ
1
40

トランペットシース

シース(VP125)

箱抜き詳細図

※切断

ｺﾝｸﾘｰﾄ端部

※切断

ｺﾝｸﾘｰﾄ端部

※ｼｰｽはｺﾝｸﾘｰﾄ打設前にｾｯﾄする。
※端部はｺﾝｸﾘｰﾄ端にあわせて、現場で切断する。

ﾃｰﾋﾟﾝｸﾞ

用心鉄筋
(SD345)

※用心鉄筋はｺﾝｸﾘｰﾄ打設前にｾｯﾄする。

10

5
50

1
45

240

550

10 145

1
45

2
40

10

10

145

8-D16

ﾊﾟｯｷﾝ

鋼製ｷｬｯﾌﾟ

落橋防止構造の止水処理(橋台側)

a部詳細

ｺﾊﾞ面を覆うようにｺｰｷﾝｸﾞ

ｺﾝｸﾘｰﾄ接触面にもｺｰｷﾝｸﾞ

ﾎﾞﾙﾄ孔を埋めるようにｺｰｷﾝｸﾞ

ﾊﾟｯｷﾝt=6(ｺﾞﾑ系)

接着剤で接合

全周にわたってｺｰｷﾝｸﾞ
下
部
工

パ
ラ
ぺ
ッ
トa鋼製ｷｬｯﾌﾟ

補剛板とﾊﾟｯｷﾝは
接着剤で接合
鋼製ｷｬｯﾌﾟとﾊﾟｯｷﾝは

補剛板

連結ケーブル

連結ケーブル全長　L=3455

810

610200

370

φ
1
10

1710

610 1100

370

マンション
(SCM435;溶射処理)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

マンション
(SCM435;溶射処理)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

保護チューブ
(t=2)

亜鉛めっき仕様
(19xφ12.7)

下部工側上部工側

PC鋼より線

A

A

A-A断面図

(ポリエチレン樹脂)

φ63.5

φ83.5

亜鉛めっき仕様
(19xφ12.7)

被覆材

防錆油

PC鋼より線

S=1:3 ナット
(S45C:亜鉛めっき)

155 92

1
79

六角穴付止めねじ
(M10)

φ180

φ
1
48

φ
1
17

φ
1
80

19

13

止めプレート(WS用)
(SS400相当品:亜鉛めっき)

φ
1
45

450

φ
2
50

（製作長）

φ13

スプリング(WS用)
(SW-C:亜鉛めっき,ｸﾛﾒｰﾄ処理)

13

13

φ270 38

φ
2
70

φ
2
52

φ
1
48

φ
1
17

中間プレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

981

95

緩衝具

3001992112 38 300

スプリング(WS用)

止めプレート(WS用)

マンション

ナット

異型鋼製キャップ 中間プレート トランペットシース

用心鉄筋

700

シース

あと施工アンカー

取付詳細図

1129295

324

3455

2150

上部工側 下部工側

鋼製キャップトランペットシース

固定用緩衝具

ナット

マンション

あと施工アンカー

シース

用心鉄筋連結ケーブル

※コーキング処理(全周)

800 25

補剛板

65025

補剛板

(ガイドパイプ) 本

緩衝具

固定用緩衝具

L=1100

個

個

個

1

1

1異型鋼製キャップ

中間プレート 個 1

1200mm

(ガイドパイプ) 本 11100mm

鋼製キャップ 個 1L=340

本

個

VP125 L=460

本 8

1

SD345 D16x550

1

ポリエチレン上
部
工

8本M16x160 1W,1SW付あと施工アンカー

補剛板 枚 2

本連結ケーブル L=3455mm

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

1

全2組

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

(マンション) 個 2

2ナット

止めプレート(WS用)

スプリング(WS用) L=450

個

個

個

1

2

標準

シース

トランペットシース

用心鉄筋

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77）ゴムパッキン付

ポリエチレン　<ケーブルに組込>

SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

ポリエチレン　<ケーブルに組込>

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49)

PC鋼より線,亜鉛めっき仕様,ポリエチレン被覆

SCM435,亜鉛アルミ溶射,ねじきり標準 <ケーブルに組込>

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付

（別途工事）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

株式会社　日本構造橋梁研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

本流鵡川第一橋（鋼上部工）工事

本流鵡川第四橋（下り線）

-

本流鵡川第四橋（下り線）落橋防止構造図（その２）（参考図）S= 1:25

落橋防止構造図（その２）（参考図）
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450

φ
1
06

φ
1
90

（製作長）

φ11

(ガイドパイプ) 本

緩衝具

固定用緩衝具

L=1030

個

個

個

1

1

1

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

ポリエチレン　<ケーブルに組込>

11

11

φ210 28

φ
2
10

φ
1
92

φ
1
09

φ
85

中間プレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

φ150 19

11

φ
85

φ
1
09

φ
1
50

異型鋼製キャップ

中間プレート 個 1 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

1200mm

(ガイドパイプ) 本 ポリエチレン　<ケーブルに組込>11000mm

鋼製キャップ 個 1L=270

補剛板 枚 2 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付

本連結ケーブル L=3301mm

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

1

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

(マンション)

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)

個 2

2ナット

止めプレート(WS用)

スプリング(WS用) L=450

個

個

個

1

2

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

取付詳細図

連結ケーブル A-A断面図 S=1:2 ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート(WS用)
(SS400相当品:亜鉛めっき)

スプリング(WS用)
(SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

緩 衝 具
(支圧板+緩衝パッキン)

固定用緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン) (SS400,STK400:亜鉛めっき)

標準

用心鉄筋
(SD345)

※用心鉄筋はコンクリート打設前にセットする。

箱抜き詳細図

330

230

20
20

φ
2
14

φ
1
16

100

470<570>

φ
1
14

R=560

t=2.5 トランペットシース

シース(VP100)

※切断

コンクリート端部

※切断

コンクリート端部

※シースはコンクリート打設前にセットする。
※端部はコンクリート端にあわせて、現場で切断する。

※トランペットシースはコンクリート打設前にセットする。
※端部の処理は箱抜き詳細図を参照のこと。

トランペットシース
(ポリエチレン)

テーピング

83 63 88

2150

3301

252

下部工側 上部工側

補剛板

連結ケーブル

固定用緩衝具

ナット

マンション

あと施工アンカー

シース

用心鉄筋

※コーキング処理(全周)

800

トランペットシース

260

530

730

連結ケーブル全長　L=3301

φ
78

200

1530

530

260

1000

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

(7xφ15.2)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

保護チューブ
(t=2)

φ61.6

φ45.6

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

(7xφ15.2)

被覆材

A

A

115 63

1
33

六角穴付止めねじ
(M10)

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

φ260 38 50

11

φ
85

φ
1
92

φ
2
60

φ260 38 50

φ
85

φ
2
60

4-φ22

30

400

34030 30

30

4
00

3
40

85

410
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(SS400相当品:亜鉛めっき)
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鋼製キャップ

パッキン

鋼製キャップ

落橋防止構造の止水処理(橋台側)

a部詳細

コバ面を覆うようにコーキング

コンクリート接触面にもコーキング

ボルト孔を埋めるようにコーキング

パッキンt=6(ゴム系)

接着剤で接合

全周にわたってコーキング
下
部
工

パ
ラ
ぺ
ッ
トa鋼製キャップ

補剛板とパッキンは
接着剤で接合
鋼製キャップとパッキンは

補剛板

異型鋼製キャップ鋼製キャップ
(SS400,STK400:亜鉛めっき)
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パッキン
(t=6)

本

個

VP100 L=470

本 8SD345 D13x410用心鉄筋

シース

トランペットシース 1

1

ポリエチレン

本

個

VP100 L=570

本 8SD345 D13x410用心鉄筋

シース

トランペットシース 1

1

ポリエチレン

上
部
工

下
部
工

下部工側 上部工側

88

緩衝具

スプリング(WS用)

止めプレート(WS用)

マンション

ナット

異型鋼製キャップ中間プレート

8363300 28 300 19

899

シース

用心鉄筋

700

トランペットシース

あと施工アンカー

M16x160 1W,1SW付 8本 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49)あと施工アンカー

650 18

補剛板

※< >内寸法は、下部工側を示す。

SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZT77,t=6以下HDZT70) ゴムパッキン付

SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZT77,t=6以下HDZT70) ゴムパッキン付

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

A1,A2橋台:取付詳細図及び部品図

PC鋼より線,亜鉛めっき仕様,ポリエチレン被覆

SCM435,亜鉛アルミ溶射,ねじきり標準 <ケーブルに組込>

亜鉛めっき仕様
PC鋼より線

亜鉛めっき仕様
PC鋼より線

マンション
(SCM435:溶射処理)

マンション
(SCM435:溶射処理)

全4組（2組/橋台）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

株式会社　日本構造橋梁研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

本流鵡川第一橋（鋼上部工）工事

占冠ＰＡランプ橋

-

占冠ＰＡランプ橋（下り線）落橋防止構造図（参考図）S= 1:25

落橋防止構造図（参考図）
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4x8000=32000

S1 S2

GE1
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GE2

G1

G2

4
2
00

90°0'0"

90°0'0" 67°0′0″

113°0′0″

90°0'0"

300 桁　長　80900 300

800 支間長　44100 800支間長　35200

至 札幌 至 帯広

A1
P1

NO
.1
0+
9.
000
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.1
2+
14
.20

0

NO
.1
4+
10
.50

0

E

E
E

A2

橋　長　81500

C1 C2 C3 C4 C5 C6 C7 C8 C9

安全通路設置範囲

部分作業床設置(ジョイント足場)@=1箇所

部分作業床(中間横桁)@=18箇所

安全通路・部分作業床工図（参考図）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

本流鵡川第一橋（鋼上部工）工事

占冠ＰＡアクセス路橋

-

占冠ＰＡアクセス路橋　安全通路・部分作業床工図（参考図）
側　面　図 S=1:400

平　面　図 S=1:400

部分作業床(ジョイント足場)図 部分作業床(安全通路)図

部分作業床平面図

部分作業床側面図
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